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スナネズミに感染したコトンラットフィラリア

に対するDiethylcarbamazineの効果

松田肇高岡正敏＊田中寛
東京大学医科学研究所寄生虫研究部

(昭和51年１月１２日受領）

吸血ダニを２９Ｃ，３週間飼育し，解剖して感染幼虫を得

た．スナネズミヘの感染は，幼虫30匹を注射器で鼠躍部

皮下に注入した．感染後12週のスナネズミのｍｆに対し

て，ＤＥＣの効果を調べた．

ミクロフィラリア濃度：血中のｍｆ濃度の測定は２．５

Cu．ｍｍの血液を尾端からメランジュールで取り，ス

ライドグラス上に蛇行状に塗抹して溶血，ギムザ染色に

よって調べた．

ＤＥＣの効果判定には薬剤投与直前のｍｆ濃度を測定

し，これを基準として投与後の経時的なｍｆ濃度の変化

で判定した．

ＤＥＣの投与量：正常のスナネズミの腹腔に投与量を

変えてＤＥＣを注射した．200ｍｇ/kｇでは問題はなかっ

たが，400ｍｇ/kｇでは死亡する個体があったので，コト

ンラットと同様200ｍｇ/kｇを注入することにした．ＤＥＣ

の原末を20ｍｇ/ｍｌに生理食塩水に溶解し，体重1009に

付き１ｍｌを注入した．その溶液をＬｉＺｏ,"oSoiaeSに感

染したコトンラットに注入し，ｍｆ減少効果のあること

を確認した．

ＨＡ反応：LiZo'"osoiaesおよびＤ秒etaZo"e"!αに感

染したスナネズミの流血中のＨＡ抗体を調べる目的で，

エーテル麻酔を施したスナネズミの眼底動脈から毛細管

で採血して血清を得た．このエーテル麻酔時に流血中

のDiPeZaJo"e,''αのｍｆは一過性の上昇を見せるため

(ＷｏｒｍｓｅＺａＺ.，1961)，ｍｆの検血後に麻酔を行った．

反応術式は，石井ら（1968）がコトンラット糸状虫症

に用いた方法，KamiyaandTanaka(1969)が広東住血

線虫症に用いた方法に準じ，Csizmas（1960）の方法に

よりホルマリン処理保存した緬羊赤血球を用いたマイク

ロタイター法でＨＡ価を測定した．

はじめに

コトンラットSZg/"Ｍｏ〃/iiSPicJ"ｓに寄生するフィラ

リアLiZo"ｚｏＭａｅＳＣａｒ〃ｉのミクロフィラリア（ｍｆ）

に対し，Diethylcarbamazine（DEC）は、ｆ減少効果

が著明である．一方スナネズミＭ'一/o'zeS〃"g"/α`ZaZ"Ｓ

に寄生するDiPeZaZo"e"ｚａｚｃ伽に対しては，ＤＥＣが

効力を現わさないことが知られている（ＷｏｒｍｓｅｔａＺ.，

1961；Hawking，1973)．

本実験では共に血中にいる両種のｍｆに対し，ＤＥＣ

の効果が何故に異るかを調べ，それによってＤＥＣの効

力発生機構の一端を明らかにする目的で，Ｌ肋'"ＣＭ`Ｃｓ

とＤ秒eZaZo"ｅｍａを同一の宿主のスナネズミに感染さ

せ，両種に対するＤＥＣの効力の差を比較検討した．

実験方法

実験動物：コトンラットおよびスナネズミは室内累代

飼育しているものを用いた．

LiZollzos〃ｅｓの感染：イエダニＯγ"jZAo"yssz`ｓ６α‐

coZiにＬ伽'"ｏＭａｅｓのｍｆを持ったコトンラットを

吸血させ，吸血ダニを分離して２５Ｃ，湿度87％で２週間

飼育し，ｍｆを感染幼虫に発育させた．スナネズミある

いはコトンラットを金網袋の中に保定し，感染幼虫保有

のダニを動物の体表に放して，吸血により感染させた．

予めダニ内の平均幼虫数を調べ，感染幼虫が60匹含まれ

るダニ数を算定して各動物に放した（小林ら，1969)．

感染後１０週以後で，動物の血中ｍｆ濃度が安定した時

期にＤＥＣの投与実験を行なった．

DiPeraZo"ｅｍａの感染：室内累代飼育したマダニの一

種０７""/io`orosmoz`6αZαに，DiPeraZo"e"zα感染の

スナネズミを吸血させ，DiPeZaZo,ze,"αを感染させた．
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（４８）
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TablelChangeofmicrofilariadensitypeｒ２．５ｃｕｍｍｂｌｏｏｄｉｎｊｉｒｄ，Ｍgﾉﾌﾞo"ｅｓｚ`"gmic2`ｍｍｓ，
infectedwithD”eZaJo"e"ｚａｚ(ﾉﾉreZaftertreatmentwithdiethylcarbamazine

atasingledoseof200mg/k９

lmmediately
before

treatnlent

Ｔｉｍｅａｆｔｅｒｔｒｅａｔｍｅｎｔ
Ｊｉｒｄ
Ｎｏ．

Ｄｒｕｇ
●

ｇｌｖｅｎ １０，． １ｈ、６ｈ゜１．．４．．７．１４．．

５
６
７

１
１
１

ＤＥＣ

ＤＥＣ

Ｓａｌｉｎｅ

3５．０

２０．７

６．５

7４．０

３０．０

１２．０

８１．０

３４．８

／

2５．５

３２．８

２２．５

2８．０

２６．３

１１．５

2４．０

１９．０

１１．５

3１．０

２５．５

８．５

1６．５

２６．３

１５．０

ｍ：minute，ｈ：hour，ｄ：ｄａｙ

Table2Changeofmicrofilariadensityｐｅｒ２．５ｃｕｍｍｂｌｏｏｄｉｎｊｉｒｄｉｎｆｅｃｔｃｄｗｉｔｈ

ＬｚｒZo7"osoicJesca7i"iiaftertreatmentwithdiethylcarｂａｍａｚｉｎｅａｔａ

ｓｉｎｇｌｅｄｏｓｅｏｆ２００ｍｇ/ｋｇａｎｄｌＯＯｍｇ/k９

Ｄｏｓｅｏｆ

ｄｒｕｇ
ｇｌｖｅｎ

lmmediately
before

treatnlent

Ｔｉｍｅａｆｔｅｒｔｒｅａｔｍｅｎｔ
Jird
No．

１０，． １ｈ、６ｈｌｄ．２．．４．．７．．

200ｍｇ/kｇ

〃

〃

〃

〃

152.0

151.0

109.7

２０．７

４０．０

115.0

８０．７

５６．０

８．３

７０．５

115.0

７６．３

５６．７

１１．７

２５．０

172.0

151.7

８７．０

１８．７

１８．５

152.3

135.0

９５．７

１３．３

１５．０

２６．７

６６．０

４０．５

１５．０

１２７．０

５．０

１７．５

３２．３

２７．０

１２５．０

２．０

１６．０

149.7

９５．３

５６．７

１１．７

１０．５

１
２
３
４
５

4１．０

６２．０

100ｍｇ/kｇ

〃

1３．０

３５．５

2１．３

４０．０

2１．０

５８．７

４．３

１０．０

1９．３

５４．０

６
７
’
８
９
０
１

７．７

１６．０

１３．０

５６．０

２０７．７

１５．０

６８．０

２５９．０

Saline

〃

〃

１５．７

５５．７

２２６．５

１２．０

３８．７

２６０．３

１５．７

７６．３

２４２．３

１４．３

４２．７

２０６．３

１０．７

４２．７

２０２．３

１８．７

７１．７

３０９．７

の濃度に回復し，１，２，４日以後の測定でも殆んど変

化が認められなかった．他の２匹（Ｎｏ．３，５）は投与

直後の急激な減少は認められず，却って１０分後と１時間

後に上昇がみられ，一例では投与前のｍｆ濃度に比べ，

それぞれ132.7％，130.6％に，他の一例では，それぞれ

116.796,106.796となっていた．

スナネズミに100ｍｇ/kｇのＤＥＣを投与した２匹で

も，ｍｆ濃度の変化はほぼ同様で，投与１時間後に一旦

低下するが，６時間以後は|日に復した．対照の生理食塩

水注入の３匹においても，注入直後に僅かながらｍｆの

低下が認められた．

LiZollJoso/cJes,DiPeraZo"el"α重複感染におけるＤＥＣ

の効果：

以上の結果から，LiZol"ｏｓｏｉａｅｓ或はＤ"eZaZo"e"zα

の単独感染においては，ＤＥＣのｍｆに対する効果は，

一過性の減少が認められたにすぎなかった．さらにこの

実験を再確認するためにＴａｂｌｅ３に示すような両種フ

実験成績

DiPeZaJo"ｅｍａに対するＤＥＣの効果：

ＤやeZaZo"ｅｍａに感染したスナネズミにＤＥＣ２００

ｍｇ/kｇを投与した場合，Ｔａｂｌｅｌに示すように、ｆ濃

度は投与10分後には上昇し，１時間後に最高を示したが

６時間以後に投与前の濃度に復した．この結果からスナ

ネズミに感染したDijPeZaZo"e"zαのｍｆに対しては，

DECの投与により流血中ｍｆの一過性の上昇は認めら

れたが，減少効果は認められなかった．

LiZomoso/ＪｅＳに対するＤＥＣの効果：

LiZomosoi`ｅｓに感染したスナネズミにＤＥＣ２００

ｍｇ/kｇを投与した５匹，100ｍｇ/kｇ投与の２匹の結果

をＴａｂｌｅ２に示した．流血中のｍｆ濃度は200ｍｇ/kｇ

投与の３匹（Ｎｏ．１，２，４）にその急激な減少が認め

られ，１０分後には投与前の１１～２７％に，１時間後には

15～20％にまで低下したが，６時間後には殆んど投与前

（４９）
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Table3Changeofmicrofilariadentsiyｐｅｒ２．５ｃｕｍmbloodinjirdinfectedwithLiZo"zo‐

ｓｏ/`CSCαγ〃itogetherwithDiPeZaJo"e"zazuiZeiaftertreatmentwith

diethylcarbamazineatasingledoseof２００ｍｇ/k９

ＴｉｍｅａｆｔｅｒｔｒｅａｔｍｅｎｔImmediately
before

treatlnent

Filaria
●

sｐｅｃ１ｅｓ

Ｊｉｒｄ
Ｎｏ．

Ｄｒｕｇ
●

ｇｌｖｅｎ １０，． １ｈ、６ｈｌｄ．４．．７．．１４．．

126.3

４９．３

４４．７

３５．７

７８．５

４１．０

２６３．５

２２．５

２４３．５

０

３７．５

６．５

１５５．５

１７．０

９７．０

１．５

０
０
７
３
５
５
５
０
５
０
０
０
５
５
５

●
●
●
●
●
ｃ
●
●
●

●
●
●
●
●
●

５
５
６
５
７
１
２
５
３
０
６
４
９
７
７
０

０
５
２
４
７
３
１
５
３
３
１
１

１
２
１

１
１

０
３
０
３
０
０
５
５
０
０
０
５
０
５
５

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

２
９
１
５
６
５
０
２
０
１
２
２
５
４
５
０

８
１
４
４
５
３
３
１
６
３
０
７

２
１

１

３
０
７
７
５
０
５
０
５
５
５
０
５
０
５
５

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
□
●

０
０
５
７
７
０
９
３
６
１
５
７
８
１
３
０

９
３
３
３
１
４
５
３
３
３
１
６

１
２
２

１

７
０
３
０
０
５
０
５
５
５
０
０
０
０

８
Ｌ
Ｌ
２
８
３
５
Ｌ
２
０
６
８
４
２
／

２
３
１
６
２
４
４
３
４
１
６
１

１

７
３
７
７
５
０
０
５
５
５
０
５
０
５
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

７
３
６
８
１
０
９
７
２
１
８
６
２
０
４
０

５
４
３
７
６
６
７
５
９
１
８
１
７

１
１

３
３
３
３
５
０
０
５
０
０
５
０
５
５
５
５

●
●
●
●
●
●
●
●
●
‐
●
●
●
●
●
●
●

７
７
８
９
８
３
５
０
４
１
４
６
６
９
９
０

２
２
２
９
４
７
４
２
３
４
４

１

2０ＤＥＣ

２１ＤＥＣ

2２ＤＥＣ

2３ＤＥＣ

2４ＤＥＣ

2５ＤＥＣ

2６Saline

27Saline

Ⅲ
町
、
此
皿
助
Ⅲ
町
Ⅲ
此
皿
此
Ⅲ
助
ｎ
町

３
７
２
０
０
０
５
０
０
５
５
５
０
０
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

７
９
６
２
７
１
６
９
６
０
０
４
６
７
９
０

０
２
５
７
４
５
０
３
４
０
７

２
１
３
２

１

Ｌｉｔ：ＬｊＺｏ"ＺｏＳＭＪＣＳＣａ７ｉ"ｉｉ

Ｄｉｐ：DZiPeraJo"Cl)Ｚａｚｕ伽

イラリアを同一スナネズミに感染させた６匹について，

ＤＥＣ200ｍｇ/kｇの投与を行った．LiZo"zosoi`Ｃｓのｍｆ

濃度は，全例が投与１０分ないし１時間後に急激な低下が

認められたが，６時間ないし24時間以後には、f濃度の

回復が認められ，Ｌ伽"ＪｏＭａｅｓ単独感染の場合とほぼ

同様であった．ただこのうち一例(Ｎｏ．２２)のみ，投与１０

分後に、f濃度が投与前と比べ135％と上昇を認めたが

１時間後には低下し，以後は他の例と同様の傾向を示し

た．DiPeZaJo"ｅｍａのｍｆについても，単独感染の場合

とほぼ同様で，ＤＥＣの投与１時間から24時間後に、ｆ

濃度の上昇がみられ，特にＮｏ．２３の１匹では投与直後

から24時間まで著しい上昇がみられた．またｍｆ濃度に

殆んど変化の認められないものが２例みられた．

本実験ではLiZo"zosoi`ｅｓに感染した13匹のスナネズ

ミでＤＥＣによる治療実験を行ったが，コトンラットに

おけるＬｉ"o"ｚｏＭａｅｓの様な急激なｍｆ減少効果は出

現せず，その効果は認められなかった．

スナネズミの抗体産生：

先に小林ら（1969）はコトンラットに感染したＬｉ‐

Zomosoiaesに対するＤＥＣの作用機構に関する実験で，

ＤＥＣのｍｆ減少効力発現には宿主が抗体を産生してい

ることが重要であろうと推定している．本実験におい

て，両種フィラリアに対しＤＥＣが無効であったので，

スナネズミの流血抗体産生能力の有無を調べるために，

Liro'"osoMCs成虫抗原を用いたＨＡ反応で検査した．

DiPeZα/o"e"'αの感染に対してもＬｉＺｏ"ＺｏｓｏｉａｅＳ成虫抗

原を用い，その交叉反応を応用した．結果はＴａｂｌｅ４

に示すように，高い抗体価が得られ，ＬｉＺｏ,,zosoicJesが

コトンラットに感染した時と同様にスナネズミにも抗体

の産生が認められた．またＤＥＣ200ｍｇ/kｇ投与前後の

流血中抗体価の変化は認められなかった．

考察

コトンラットに感染しているLiZo"ｚｏＭａｅｓのｍｆに

対し，ＤＥＣは著しい効力を示し，短時間の中に、ｆ濃

度を低下させてしまう．Hawking（1973）は，コトンラ

ットにＤＥＣ５０ｍｇ/kｇ腹腔内１回投与で，通常著明な

ｍｆ数の減少が見られ，その効力は４～８日間持続する

と述べ，田中（1965）は，100ｍｇ/ｋｇｌ回投与後６日目

の流血中、ｆ密度は投与前に比べ19.8％に減少し，３００

ｍｇ/kｇでは１８．８％とＤＥＣの著効を報告し，小林ら

(1969）も200ｍｇ/kｇでは３日目に12.5％のｍｆ密度を

認めている．本実験では，この様な性質をもつＬ加一

"ＺｏＭａｅＳもスナネズミの中ではＤＥＣの効力は極めて

微弱で，投与後一過性の減少が認められても短時間で元

のｍｆ濃度に回復し，ＤＥＣの効力を認めることは出来

（５０）
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Table4HemagglutinationreactionswithLiZo"zosoicJesantigeninjirdsinfectedwith

LiZo"zosM/ｅｓｃａ７〃ｉａｎｄＤｉＰｅＺａＪｏ"e"zazuiZeibeforeand

aftertreatmentwithdiethylcarbamazine

Weeksaftertreatment
Jird
No．

Infected

with
Treatment Beforetreatment

1 ２

Ｄ＆
〃
〃
〃
〃
〃
Ｌ
Ｄ
Ｌ

Ｌ

ＤＥＣ

〃

〃

〃

Saline

〃

ＤＥＣ

ＤＥＣ

Ｓａｌｉｎｅ

５１２

２５６

２５６

２５６

２５６

５１２

２，０００

３５６

２５６

1,024

１２８

２５６

５１２

２５６

５１２

４，０００

１２８

２５６

１，０２４

２５６

２５６

／

／

５１２

４，０００

２５６

２５６

２
３
４
５
６
７
５
５
７

２
２
２
２
２
２

１
１

ReciprocalsofHAtitersareshowninthetable．
Ｌ：LiZo"zoM`ｃｓｃａ７〃／Ｄ：Ｄ幼craZo"e"zα？zfﾉiZei

つた（松田ら,1974)．

先に小林ら（1969）は，LiZol"oSoiaeSとコトンラッ

トの系で実験を行い，宿主に抗体が産生される時期に一

致して，ＤＥＣの効力が出現することを報告している．

本実験でもスナネズミの抗体産生能力をLiro"zosoiaes

成虫抗原を用いて調べた結果，高い流血抗体価が測定さ

れたが，ＤＥＣの効力は出現せず上記のコトンラットに

おける実験結果とは異っていた．またＤＥＣの効力はフ

ィラリアの種によって差が生じるだけでなく，宿主の違

いで差が生じることが判明し，ＤＥＣの効力発現機序に

宿主の機能が重要な役割をはたしていることが推定され

る．

なかった．

ある種の薬剤では，フィラリアの種類によりその効力

に差のあることは知られている．suraminの場合，

LiZowosoiaesの成虫に対して著効を示すが(Hawking

eZaZ.，1950)，Ｗ"c比γeγ/αのｍｆには単に一時的減少

を示すのみである(Hawking，1963)．またＯ"chocerca

の雌成虫に対して有効なsuraminはLiro,,ｚｏＭａＥｓに

は無効である（Hawking，1963,1973)．

本実験のように，同種のフィラリアを異った宿主に感

染させ，その効力に差を認めた例として，suraminと

LiZomosoic左ｓの関係があげられる．前述のようにｓｕ‐

raminは，コトンラットを宿主としたLiZo"ｚｏＭａｅｓに

は無効であるが，ＬＨｍｍｌｅｒｅＺａＺ．（1971,1973）は，

MzSZomyS〃αZ此'Ｍを宿主とした際にその成虫に対し

著効を認めている．またamodiaquineの効力研究で，

ＴｈｏｍｐｓｏｎｅＺａＺ．（1968）の報告によると，スナネズミ

に感染したLiZomoMcJesの成虫に効力を示したが，

コトンラットでは単に微弱な効力を認めたにすぎず，

MzsZomysを用いたＬａｍｍｌｅｒｅＺａＺ．（1971,1973）は

その効力を認めている．一方，ｍｆに対するＤＥＣの効

力を検討したＬｉｉｍｍｌｅｒｅｔａＺ．（1973）は，MJsZo"Ｊｈｙｓ

に感染したLiZomosoiこんＳには有効であったとしてい

る．またＢｒ"giα〃zaZalyiのｍｆに対するＤＥＣの効

力は，Ｗ､６α"cγＯＬ/ｉｆｉより強く反応することが知られて

いる（Hawking,１９７３；ＷＨＯ,1974)．Ｂ・’"αZ`Iyiを実

験的に感染させたスナネズミにおいて，ＤＥＣ200ｍｇ/kｇ

を投与した場合，ＤＥＣのｍｆ減少効果は認められなか

まとめ

コトンラットに寄生するＬ肋"zosoiaesとスナネズミ

に寄生するDiPeZaJo"e,,zαをそれぞれ単独に，或は両

種を同一のスナネズミに感染させて，両種ｍｆに対する

DECの効力を比較し，以下の結果を得た．

１）DiPeZaZo"ｅｍａに感染したスナネズミ２匹にＤＥＣ

200ｍｇ/kｇを投与した結果，ｍｆ濃度は１時間後に一旦

上昇し，６時間以後に元に復した．Ｌ/Zo'"ＣＭ`ｅＳと重

複感染させた６匹でも，ＤＥＣ投与後に上昇がみられ，

ＤＥＣのｍｆ減少効力は認められなかった．

２）スナネズミに感染したLiZomosMJesに対し，

ＤＥＣ200ｍｇ/kｇを投与した５匹の結果では，ｍｆ濃度

の急激な低下が３例において認められ，６時間後には殆

んど元の濃度に回復した．他の２例は投与直後，かえつ

（５１）
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誌，18,563-574.
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Ser・Ｎｏ．５４２，５４ｐｐ.，Geneva、
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cottonratに関する研究（３）糸状虫症化学療

法の実験的研究．特にDiethylcarbamazineの

影響について．寄生虫誌，14,1-5.

12）Thompson，Ｐ．Ｅ，Boche，Ｌ、andBlair，Ｌ
Ｓ．（1968）：Effectsofamodiaquineagainst

L伽"zosoicIesca7〃/ingerbilsandcotton

rats・JParasit.，54,834-837.

13）ＷＨＯＴｅｃｈｎ・ＲｅｐＳｅｒ・Ｎｏ．５４２，（1974）：

WHOexpertcommitteeonfilariasis、Third
reporL54pp.，Geneva、

14）Worms，ＭＪ.，Terry，Ｒ・ＪａｎｄＴｅｒry，Ａ・

（1961）：DiPeZaJo"el"αzuiZe/，filarialparasite
ofjird，Ｍｂｒｉｏ"eMibyc"s、LMaintenancein
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て一過性の上昇が認められた．100ｍｇ/kｇ投与の２匹で

も結果はほぼ同様であった．

またDiPeZaZo"e,,zαと重複感染させた６匹でも,単

独感染の場合の結果とほぼ同様で，ＤＥＣのLiZo"zos‐

o/`ｅｓに対する急激なｍｆ減少効果は認められなかっ

た．

３）両種フィラリア感染によって，スナネズミ内に抗

体が産生されているか否かを赤血球凝集反応で調べたと

ころ，高い流血抗体価が得られ，コトンラットと同様に

スナネズミに抗体産生能力が認められた．

４）以上の結果からLirol"ｏＭａｅｓに対するＤＥＣ

の効力発現は，コトンラットで著明でスナネズミでは無

効であることが判明し，スナネズミに特異な性質がある

と推定された．

本研究の一部はＷＨＯおよび日米医学協力の研究費

によった．
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i Abstract I

EFFECT OF DIETHYLCARBAMAZINE ON MICROFILARIAE OF LITOMOSOIDES

CARINII IN JIRD, MERIONES UNGUICULATUS

Hajime MATSUDA, Masatoshi TAKAOKA* and Hiroshi TANAKA

[Department of Parasitology, Institute of Medical Science, the University of Tokyo)

Microfilaricidal activity of diethylcarbamazine (DEC) was studied in jird, Meriones ungu-

iculatus, infected with Litomosoides carinii and/or Dipetalonema witei. The results of this

study showed that DEC, which was highly effective on the micronlariae of Litomosoides in

cotton rat, had little effect against the micronlariae of Lito?nosoides in jirds.

DEC administered intraperitoneally with a single dose of 200 mg/kg was ineffective to

reduce microfilaria density in two jirds infected with Dipetalonema, and in six jirds infected

with both Dipetalonema and Litomosoides.

The same dosage administered into five jirds infected with Litomosoides, showed marked

but only transient reduction of microfilaria count in three jirds immediately after injection,

while temporary increase of microfilaria density was observed in two other jirds. The micro

filaria density, however, recovered to the initial level after about 6 hours. Similar results

were obtained in six jirds infected with both Dipetalonema and Litomosoides (Table 3).

In the previous paper by Kobayashi et al. (1969), DEC showed remarkable microfilaricidal

effect on Litomosoides in cotton rats, closely associated with the presence of humoral antibo

dies. In the present study the presence of antibody was examined in jirds infected with

Dipetalonema and/or Litomosoides by hemagglutination test using antigen prepared from adult

Litomosoides (Table 4). In all serum samples, high antibody titers could be detected and the

productivity of antibody in jirds was demonstrated as well as in cotton rats.

The general conclusion drawn from these data is that the marked discrepancy in the

chemotherapeutic activity of DEC on the same parasite in different final hosts is due to some

factors in the host.

* Present address : Department of Medical Zoology, School of Medicine, Tokyo Medical

and Dental University
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